[image: image1.wmf]放射線の医学利用推進の取組について

 

 

文部科学省研究振興局量子放射線研究課課長補佐

 

庄崎

 

未来

 

 

�T．放射線利用についての国の役割

 

○「原子力の研究、開発及び利用に関する長期計画」（原子力委員会

 

平成

12

年

11

月）

 

・工業、農業、医学等の分野で国民生活や産業活動に広く利用されて、科学技術の発展や国民生活

 

 

の向上に役立っている放射線について、今後も研究開発を進めつつ利用の普及を囲っていくこと

 

 

が重要。

 

・医療分野では、粒子線を含む放射線を用いた診断、治療の高度化を進めるとともに、診断、治療

 

 

における健常組織への被ばく線量の低減化、新しい医療用線源や放射性薬剤の開発による診療適

 

 

応範囲の拡充等の研究開発を産学官が協力して進めることが

重要。

 

 

○第

3

次対がん

10

か年総合戦略

 

・がんの本態解明の飛躍的推進

 

・基礎研究の成果を積極的に予防、診断、治療に応用

 

・革新的な予防、診断、治療法の開発等に放射線技術を応用

 

 

○文部科学省の役割

 

・放射線の利用に関する研究開発に関すること

 

  

特に医学利用については、独立行政法人放射線医学総合研究所（放医研）の事業等を通じた研

 

  

究開発の推進

 

 

�U．放射線医学利用研究の内容

 

1

．放射線による診断

 

 

○分子イメージング研究（図

1

）

 

  

ポストゲノム時代における生命の統合的理解の促進と、国民の健康の増進に

資する創薬プロセ

 

 

スの革新、高度な診断・治療技術の確立のため、生物を構成するタンパク質等の様々な生体分子

 

 

や外部から導入した薬物等の分子の挙動を生物が生きた状態のまま画像として捉える分子イメー

 

  

ジング研究を推進する。

 

  

・幅広い分野の産学官の連携による研究の推進

 

  

・拠点整備

 

 

2

．放射線による治療

 

 

○重粒子線がん治療研究（図

2

）

 

  

放医研において、線量集中性に優れ、周辺の正常組織への影響が少なく、生物効果が高く治療

 

 

効果が大きい等の特徴を持つ重粒子線がん治療について、重粒子線がん治療装置（

HIMAC

）を

 

 

用いた臨床試験や、重粒子線がん治療装置の小型化に関する研究開発などの重粒子線治療に関す

 

 

る基盤的研究を行う。これにより、重粒子線がん治療を確立し、その有用性を示し、定着を図る。

 


[image: image2.wmf]・重粒子線がん治療研究の高い成果
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Ⅲ．まとめ
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[image: image4.wmf]１．

重粒子線がん治療の特長

 

�@照射線量の集中性に優れ、周辺の

正常組織への影響が少な

い。

 

�A生物効果が高く、普通の放射線で

治りにくいがんも治すことができる。

 

�B外科手術に比べ、臓器や体の形、機能を損なうことがなく、

術後の

QOL
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図。骨肉腫の治療例

 

治療前（左）と

60

カ月後（右）の画像。園内が腫瘍
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